










(5)短期アウトカム(資金支援) 指標 初期値/初期状態 目標値/目標状態 目標達成時期

実行団体の活動地域

において、実行団体の取組により、地域の観光業および関連

産業の雇用が維持、あるいは再雇用が拡大する。

①対象グループの雇用の維持状況

②観光地のコロナ・被災での失業者率

①取組エリアにおける事業開始時の観光産

業従事者数

②事業開始時のコロナ・被災での失業率

（※全てベースライン調査）

①取組エリアにおける事業開始時の観光産

業従事者数と同数以上（維持が現実目標の

ため）

②事業終了時のコロナ・被災での失業率を

事業開始時の８割以下に抑える

（※全てエンドライン調査を行いベースラ

インと比較）

2025年3月

実行団体の活動地域において、

実行団体の取組により、地域の観光業および関連産業の安定

性（外部影響低減化性）が高まる。

①実行団体取組地域における観光関連販売

額（サービスを含む商品）のうち地域内へ

の販売比率の指数

②地域内観光施設のリピート率

①事業開始時のパーセンテージ

②事業開始時の地域内観光施設のリピート

率

（※以上全てベースライン調査）

①初期値の１．２倍

②初期値の１．１倍

（※全てエンドライン調査を行いベースラ

インと比較）

2025年3月

実行団体の導入する先端技術

（IoT、AI、VR/AR、ドローン、サービスロボット、プラット

フォーム等）を用いた新しい観光関連サービスの実現によ

り、地域の観光業に継続的な収益がもたらされる。

①地域としての観光関連収益獲得の新たな

具体的手法の数

②地域内（外）で敷衍化できる新たなビジ

ネスモデルの類型数

③対象グループ中で新たな具体的手法にか

かわる人数

①（「新たな手法」確立前のため）０

②（「新たなビジネスモデル」確立前のた

め）０

③（「新たな手法」確立前のため）０

①全実行団体毎に１以上

②全実行団体毎に１以上

③全実行団体毎に１以上

2025年3月

（対象地域）において、（○○の活動結果）により、（対象

グループ）が（ｘｘｘ）になる。

【地域コミュニティの観光参加性】実行団

体取組により当該地域で、観光需要を下支

えする地域内・隣接地コミュニティの活性

化が観光産業と連携した形で図られ、宿泊

施設等の地元観光施設の利用が増大、安定

化する。

①地域内・隣接地コミュニティの地域内観

光施設利用団体数

②地域内・隣接地コミュニティ構成団体の

地域内施設利用リピート率

①事業開始時の地域内観光施設利用の地域

内・隣接地コミュニティ団体数

②同ピート率（来訪団体はリピート利用で

あったかを調査）

（※以上全てベースライン調査）

①初期値の１．２倍

②初期値の１．１倍

（※以上全てエンド

ライン調査を行いベー

スラインと比較）

実行団体の

コーディネイト・取組により、観光業と他産業間で人材交流

や人材の再教育・再配置が行われ、地域全体で雇用創出と働

き方の多様性が増大する。

①地域内の観光産業における働き方の類型

数

②地域全体での就業者数

①事業開始時の地域内の観光産業における

働き方の類型数

②事業開始時の地域全体での就業者数

（※以上全てベースライン調査）

①初期値を上回る類型数

②初期値の１．１倍

（※エンドライン調査を行いベースライン

と比較）

2025年3月

ビジネスベースの新しい継続的な

観光振興地域のネットワーとパートナーシップの確立・強化

により、持続可能性を前提にした新たな観光地像が地域内で

確立・共有化される。

①対象グループ内構成員にとっての自観光

地域現状の把握状況度（５段階自己評価）

②同対象の自観光地域が向かうべきイメー

ジの明確化度（５段階自己評価）

①事業開始時の対象グループ内構成員に

とっての自観光地域現状の把握状況度（５

段階自己評価）

②同対象の自観光地域が向かうべきイメー

ジの明確化度（５段階自己評価）

（※以上全てベースライン調査）

①初期値の指標値を上回る指標値

②初期値の指標値を上回る指標値

（※以上全てエンドライン調査を行い

ベースラインと比較）

2025年3月
















